
 

２０２６年度採⽤ 
臨 床 研 修 医 募 集 要 項 

 
２０２５年５⽉ 受験案内 

■試 験 ⽇  
筆記試験                      ２０２５年８⽉２０⽇（⽔）午前 
⾯   接       ２０２５年８⽉２０⽇（⽔）午後 

                   または８⽉２１⽇（⽊） 
または８⽉２３⽇（⼟） 

■受付期間      ２０２５年７⽉   １⽇（⽕） 

〜７⽉ ２５⽇（⾦）≪必着≫ 
午前９時〜午後５時（⼟・⽇曜⽇、祝⽇は除く） 

■受付場所       加古川中央市⺠病院 臨床研修⽀援センター 
 

   加古川中央市⺠病院 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地⽅独⽴⾏政法⼈ 加古川市⺠病院機構 臨床研修⽀援センター 採⽤担当 

【加古川中央市⺠病院】 〒６７５−８６１１兵庫県加古川市加古川町本町４３９番地 
電話：（０７９）４５１−５５００ ホームページ： http://www.kakohp.jp 



 

１ 応募資格 
  ２０２５年度医師国家試験受験予定者で医師臨床研修マッチングシステムに参加する⼈ 
 
２ 採⽤予定⼈員 
  ・加古川中央市⺠病院 臨床研修プログラム １２名 
  ・加古川中央市⺠病院 臨床研修産婦⼈科医育成プログラム ２名 
  ・加古川中央市⺠病院 臨床研修⼩児科医育成プログラム １名 
 
３ 受験申込 
 

 申 込         
 必要書類 

・採⽤試験申込書：当院所定⽤紙（ホームページからダウンロードできます） 
・ 卒業（⾒込み）証明書 
・ 成績証明書 

 

 郵送によ 
 る申込         

 ・７⽉１⽇〜７⽉２５⽇（必着） 
 ・封筒の表に「臨床研修医採⽤試験申込書」と朱書し、下記送付先へ郵送してください。 

【送付先】〒675−8611 兵庫県加古川市加古川町本町439番地 
地⽅独⽴⾏政法⼈加古川市⺠病院機構 加古川中央市⺠病院 臨床研修⽀援センター 採⽤担当宛 

 
４ 試 験 
 (1) 試験⽇              

筆記試験                       ２０２５年 ８⽉２０⽇（⽔）午前 
⾯   接       ２０２５年 ８⽉２０⽇（⽔）午後 、８⽉２１⽇（⽊） 、８⽉２３⽇（⼟） 

 
 (2) 試験会場      加古川中央市⺠病院 ３階 
 (3) 試験内容      筆記試験、個別⾯接試験、書類選考 
 (4) 持 ち 物      試験案内通知、本⼈確認書類（写真添付のもの） 
 (5) 留意事項      当院は、医師臨床研修マッチング協議会が実施するマッチングに 

参加しています。応募にあたってはマッチングに参加登録してください。 
 
５ 研修開始時期および期間  
  ２０２６年４⽉から２年間の⼀貫研修 
 

６ 研修医の処遇 ※ 2025年4⽉時点での予定であり、今後変更になる場合があります。 
⾝ 分 地⽅独⽴⾏政法⼈の嘱託職員（常勤） 

研修⼿当 
⼀年次 306,000円（基本額）／ 608,175円（賞与年額） 
⼆年次 316,000円（基本額）／ 821,600円（賞与年額） 
宿⽇直⼿当・時間外勤務⼿当等は別途⽀給 

勤務時間 ８時３０分 〜 １７時００分（時間外勤務あり） 
※時間外労働時間は年間960時間以内。 

休 ⽇ ⼟・⽇・祝⽇ ／ 年末年始 

休 暇 １年次 有給休暇１０⽇ ／ 健康増進休暇５⽇ 
２年次 有給休暇１１⽇ ／ 健康増進休暇５⽇ 

住 居 ・⽉額家賃補助（上限35,000円） 
・仲介⼿数料、敷⾦等費⽤補助 

健康管理 健康診断（年２回）、インフルエンザ予防接種、⿇疹・⾵疹・⽔痘・ムンプス・Ｂ型
肝炎ワクチン接種など 

社会保険等 共済組合／ 厚⽣年⾦／ 労災保険 ／ 雇⽤保険 
外部への研修活動 学会・研究会等への参加可。参加費・旅費の⽀給あり 
その他 医療賠償責任保険（病院において加⼊）、職員互助会あり 

                
                    



 

■ 研修プログラムについて ■ 
１．プログラムの⽬的と特⾊ 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

２．研修カリキュラム 

 【加古川中央市⺠病院 臨床研修プログラム】 
⼀般的な診療において頻繁に係る負傷⼜は疾病に適切に対応できる基本的な診療能⼒（知識・技能・態度）の修得のため、１年次に内科６ヵ⽉、救急部⾨３ヵ⽉ 
（救急科２ヵ⽉、⿇酔科１ヵ⽉）、必修分野３ヵ⽉を実施し、２年次に救急科１ヵ⽉、地域医療１ヵ⽉、必修分野を１ヵ⽉と将来の志望科により選択科⽬を９ヵ⽉ 
履修する。 

◎研修ローテーション（例）  
 4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉ 

＜１年次＞ 内 科 
【24週以上】 

救 急 科 
【8週以上】 

⿇酔科 
【4週以上】

外科 
【4週以上】 

⼩児科 
【4週以上】

産婦⼈科 
【4週以上】

＜２年次＞ 救急科 
【4週以上】

精神科 
【4週以上】

地域医療 
【4週以上】 

選択科⽬ 
【36週以上】 

■精神科・・・・当院(２週)・東加古川病院(精神科病棟)(２週)で研修 
■地域医療・・・１１ヶ所の近隣の開業医や兵庫県内の病院及び診療所、また沖縄の離島研修から選択研修。研修期間は、４週または６週とする。 

              伊江村⽴診療所(離島研修)での研修は２週とする。 
        市⽴加⻄病院、兵庫県丹波医療センター病院群、⾼砂市⺠病院での研修は４週とし、離島研修を選択する場合は、計６週の研修とする。 

              兵庫県⽴丹波医療センター病院群の研修は、丹波市ミルネ診療所の研修を２週以上とし、残りを丹波医療センター内科で⾏う。 
              兵庫県⽴丹波医療センター内科での研修は、地域研修時のみとする。地域医療研修中に在宅診療を２回経験する。 

■選択分野・・・同⼀診療科の選択は最⻑２４週とする。 
              既存の診療科及び保健・医療⾏政(４週)、救急科(３次救急)研修。 
              救急科(３次救急)研修は、兵庫医科⼤学病院(救命救急センター)、神⼾⼤学医学部付属病院(救命救急科)、 
              兵庫県災害医療センター(救急部)、兵庫県⽴はりま姫路総合医療センター(救急科)のいずれかを２週もしくは４週選択可能。 
              ただし、その場合は、当院の救急科を同期間(２週もしくは４週)選択することとする。 

■⼀般外来・・・総合内科・⼩児科・外科・地域医療の研修中に実施する(４週)。 
■研修時期は、研修医の希望や各科の受け⼊れ状況などにより調整する。 

 
 

【加古川中央市⺠病院 臨床研修産婦⼈科医育成プログラム】 
⼀般的な診療において頻繁に係る負傷⼜は疾病に適切に対応できる基本的な診療能⼒（知識・技能・態度）の修得のため、１年次に内科６ヵ⽉、救急部⾨３ヵ⽉ 
（救急科２ヵ⽉、⿇酔科１ヵ⽉）、必修分野３ヵ⽉を実施し、２年次に救急部⾨１ヵ⽉、地域医療１ヵ⽉、必修分野を１ヵ⽉、産婦⼈科２ヵ⽉（または３ヶ⽉）と 
選択科⽬を7ヵ⽉（または6ヵ⽉）履修する。 

◎研修ローテーション（例）  
 4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉ 

＜１年次＞ 内 科 
【24週以上】 

救 急 科 
【8週以上】 

⿇酔科 
【4週以上】

外科 
【4週以上】 

⼩児科 
【4週以上】

産婦⼈科 
【4週以上】

＜２年次＞ 救急科 
【4週以上】

精神科 
【4週以上】

地域医療 
【4週以上】 

産婦⼈科 
【8または12週以上】 

選択科⽬ 
【28 または24 週以上】 

■精神科・・・・当院(２週)・東加古川病院(精神科病棟)(２週)で研修 
■地域医療・・・１１ヶ所の近隣の開業医や兵庫県内の病院及び診療所、また沖縄の離島研修から選択研修。研修期間は、４週または６週とする。 

              伊江村⽴診療所(離島研修)での研修は２週とする。 
        市⽴加⻄病院、兵庫県丹波医療センター病院群、⾼砂市⺠病院での研修は４週とし、離島研修を選択する場合は、計６週の研修とする。 

              兵庫県⽴丹波医療センター病院群の研修は、丹波市ミルネ診療所の研修を２週以上とし、残りを丹波医療センター内科で⾏う。 
              兵庫県⽴丹波医療センター内科での研修は、地域研修時のみとする。地域医療研修中に在宅診療を２回経験する。 

■選択分野・・・同⼀診療科の選択は最⻑２４週とする。 
              既存の診療科及び保健・医療⾏政(４週)、救急科(３次救急)研修。 
              救急科(３次救急)研修は、兵庫医科⼤学病院(救命救急センター)、神⼾⼤学医学部付属病院(救命救急科)、 
              兵庫県災害医療センター(救急部)、兵庫県⽴はりま姫路総合医療センター(救急科)のいずれかを２週もしくは４週選択可能。 
              ただし、その場合は、当院の救急科を同期間(２週もしくは４週)選択することとする。 

■⼀般外来・・・総合内科・⼩児科・外科・地域医療の研修中に実施する(４週)。 
■研修時期は、研修医の希望や各科の受け⼊れ状況などにより調整する。 

【目的】 
医師としての人格形成と一般的な診療において頻繁に係る負傷又は疾病に適

切に対応できる基本的な診療能力（知識・技能・態度）の修得、そして各自

の志望する専門科において､地域に貢献できる医師の育成を目的とする｡ 

１）医療制度の基本である保険診療の知識を修得する。 

２）病院内外の医療従事者（地域の他の医師、コメデイカルスタッフなど） 

と良好な人間関係を築き、チーム医療が実践できる。 

３）患者及びその家族との信頼関係をつくることができる。 

４）日常よく遭遇する疾患や外傷の診断と治療ができる。 

５）救急の初期治療ができる。 

６）医療情報、診察内容などを正しく記録する習慣を身につける 

（カルテ、診断書、入院サマリーなど）。 

７）志望科で専門的な診療能力を高める。 

【特色】 
東播磨医療圏域で地域医療の中核を担い、当院の各診療科、地域の診療所や離

島、精神科病院、および保健所等と連携して、医学・医療全般の知識と技術の

習得を図り、プライマリー･ケアに対応できる医師の養成を目指している。 

本プログラムには以下の７つの特色を有する。 

１.多彩な診療科で研修が可能 

２.様々な専門的な救急疾患の研修が可能 （３次救急現場の体験も可） 

３.実践研修・シミュレーション教育が充実  

４.個々にオーダーメイド研修プログラムを作成  

５.豊富な指導医と指導体制の充実  

６.多くの診療科から将来の専門性を見据えた研修  

７.地域医療は離島研修を含む 
 



 

 
 
 

【加古川中央市⺠病院 臨床研修⼩児科医育成プログラム】 
⼀般的な診療において頻繁に係る負傷⼜は疾病に適切に対応できる基本的な診療能⼒（知識・技能・態度）の修得のため、１年次に内科６ヵ⽉、救急部⾨３ヵ⽉ 
（救急科２ヵ⽉、⿇酔科１ヵ⽉）、必修分野３ヵ⽉を実施し、２年次に救急部⾨１ヵ⽉、地域医療１ヵ⽉、必修分野を１ヵ⽉、⼩児科４ヵ⽉と選択科⽬を5ヵ⽉ 
履修する。 

◎研修ローテーション（例）  
 4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉ 

＜１年次＞ 内 科 
【24週以上】 

救 急 科 
【8週以上】 

⿇酔科 
【4週以上】

外科 
【4週以上】 

⼩児科 
【4週以上】

産婦⼈科 
【4週以上】

＜２年次＞ 救急科 
【4週以上】

精神科 
【4週以上】 

地域医療 
【4週以上】 

⼩児科 
【16週以上】 

選択科⽬ 
【20 週以上】 

■精神科・・・・当院(２週)・東加古川病院(精神科病棟)(２週)で研修 
■地域医療・・・１１ヶ所の近隣の開業医や兵庫県内の病院及び診療所、また沖縄の離島研修から選択研修。研修期間は、４週または６週とする。 

              伊江村⽴診療所(離島研修)での研修は２週とする。 
        市⽴加⻄病院、兵庫県丹波医療センター病院群、⾼砂市⺠病院での研修は４週とし、離島研修を選択する場合は、計６週の研修とする。 

              兵庫県⽴丹波医療センター病院群の研修は、丹波市ミルネ診療所の研修を２週以上とし、残りを丹波医療センター内科で⾏う。 
              兵庫県⽴丹波医療センター内科での研修は、地域研修時のみとする。地域医療研修中に在宅診療を２回経験する。 

■選択分野・・・同⼀診療科の選択は最⻑２４週とする。 
              既存の診療科及び保健・医療⾏政(４週)、救急科(３次救急)研修。 
              救急科(３次救急)研修は、兵庫医科⼤学病院(救命救急センター)、神⼾⼤学医学部付属病院(救命救急科)、 
              兵庫県災害医療センター(救急部)、兵庫県⽴はりま姫路総合医療センター(救急科)のいずれかを２週もしくは４週選択可能。 
              ただし、その場合は、当院の救急科を同期間(２週もしくは４週)選択することとする。 

■⼀般外来・・・総合内科・⼩児科・外科・地域医療の研修中に実施する(４週)。 
■研修時期は、研修医の希望や各科の受け⼊れ状況などにより調整する。 

 
 
 
 
 

■加古川中央市⺠病院概要■ 
(1)  診療科 

内科/総合内科、消化器内科、循環器内科、呼吸器内科、糖尿病・内分泌内科、腫瘍・⾎液内科、リウマチ・膠原病内科、腎臓内科、脳神経内
科、⼩児科、⼩児循環器内科、外科、消化器外科、乳腺外科、⼼臓⾎管外科、呼吸器外科、⼩児外科、整形外科、形成外科、眼科、⽿⿐咽喉科
、⽪膚科、産婦⼈科、泌尿器科、脳神経外科、⿇酔科、精神神経科、放射線診断科・ＩＶＲ科、放射線治療科、⻭科⼝腔外科、病理診断科、救
急科、リハビリテーション科、緩和ケア科 

 
(2) 診療センター 

消化器センター、⼼臓⾎管センター、こどもセンター、周産⺟⼦センター、がん集学的治療センター、呼吸器センター 
 

                                  (3)  病床数  ⼀般 ６００床 
 
 
 
 
 


